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We developed a discrimination system for insect pests of foods. It consists of an originally developed computer program 
that calculates a similarity between two images, and a reference image library of 8 species of insect pests: Sitophilus zeamais, 
Callosobruchus chinensis, Tribolium castaneum, Lasioderma serricorne, Oryzaephilus surinamensis, Rhyzopertha dominica, 
Plodia interpunctella, and Sitotroga cerealella. To characterize the discrimination system, we took 300 test pictures of 10 
insect species: Cryptolestes pusilloides, Cadra cautella, and the 8 species mentioned above. The discrimination system made 
correct answers to them at 89 % in the simplest discrimination method in which the solution is the insect showing the highest 
similarity in the reference library. The percentage of correct answers for P. interpunctella was very low, 33 %, however. In 
addition to technical problem, some other problems such as securing remained to be fixed. Therefore, we conclude that the 
official service cannot be carried out by the present discrimination system.
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自由方向 背面 顕微鏡 全条件
正 誤 正 誤 正 誤 正 誤 %
コクゾウムシ 9 1 10 0 10 0 29 1 97
アズキゾウムシ 10 0 8 2 10 0 28 2 93
コクヌストモドキ 9 1 9 1 10 0 28 2 93
タバコシバンムシ 10 0 10 0 10 0 30 0 100
ノコギリヒラタムシ 8 2 10 0 10 0 28 2 93
コナナガシンクイムシ 10 0 10 0 10 0 30 0 100
ノシメマダラメイガ 5 5 0 10 5 5 10 20 33
バクガ 10 0 10 0 10 0 30 0 100











































































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
①コクヌストモドキ 2747 36 3 89 4 55 1 65
②アズキゾウムシ 71 2122 0 716 7 0 45 39
③コクヌストモドキ 2 0 2447 2 121 379 11 38
④タバコシバンムシ 0 5 0 2995 0 0 0 0
⑤ノコギリヒラタムシ 23 0 156 0 2342 25 42 412
⑥コナナガシンクイムシ 136 4 160 8 37 2580 4 71
⑦ノシメマダラメイガ 40 25 9 16 201 403 655 1651
⑧バクガ 0 0 0 0 53 7 171 2769
⑨ハウカクムネヒラタムシ 187 0 175 0 278 2050 20 290




























































































































































































1 2013/11 家屋内 食品害虫（参照昆虫）
2 2013/12 家屋内 食品害虫以外
3 2014/ 2 家屋内 食品害虫（その他）
4 2014/ 5 屋外 食品害虫以外
5 2015/ 5 家屋内 判別不能
6 2015/ 5 家屋内 食品害虫（その他）
7 2015/ 6 家屋内 食品害虫（参照昆虫）
8 2015/ 6 不明 判別不能
9 2015/ 6 不明 判別不能
10 2015/ 6 家屋内 判別不能
11 2015/ 6 不明 判別不能
12 2015/ 6 不明 判別不能
13 2015/ 6 不明 判別不能
14 2015/ 7 家屋内 判別不能
15 2015/ 7 家屋内 判別不能
16 2015/ 7 不明 判定不能
17 2015/ 8 自動車内 食品害虫以外
18 2015/ 8 家屋内 食品害虫以外
19 2015/10 家屋内 食品害虫（参照昆虫）
判定結果は最終的に人が判断したものを示した．
表 ６ ．新しい害虫判別の回答例（案）
依頼写真
回　　答 ●●　●●　様
お問い合わせありがとうございました．
検索の結果を報告申し上げます．
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
【依頼日】2015/･･ /･･
【解析日】2015/･･ /･･
【結果報告】
ご依頼の写真につきまして判別プログラムを使用して解析した結果，ノシメマダラメ
イガである可能性が最も高いと判定されました．しかし，判別プログラムは，対象外
の昆虫の場合，候補内から最も似ているものを選択してしまいます．また，ノシメマ
ダラメイガとバクガを誤判別する可能性が高いことがわかっています．
食品害虫サイトの該当する図鑑ページでお確かめください．
  
 ノシメマダラメイガ バグガ
【食品害虫サイト】
［図鑑：ノシメマダラメイガ］
http://www.naro.affrc.go.jp/org/nfri/yakudachi/gaichu/zukan/28.html
［図鑑：バクガ］
http://www.naro.affrc.go.jp/org/nfri/yakudachi/gaichu/zukan/32.html
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
ご利用ありがとうございました．
115
しい研究成果の公開に慎重な姿勢をとる．
本研究の「食品害虫を写真で検索」ページのサービ
スは，研究途中の技術を検証するための試験提供とい
う形態である．この場合は，結果が正しくなくても利
用者の許容範囲内であり，さらに担当者のコメントも
付加されるため，問題が発生することはないと考え
た．しかし，将来本格的にサービスを提供する場合に
は，正答率が100%ではないことをどのように利用者
に伝えて納得してもらうかが重要な課題になる．
３ ．現時点における対応
以上，食総研における画像による食品害虫の自動判
別の現状を紹介し，本技術を使ったサービスの将来の
実現可能性を示した．判別技術やそれ以外の課題（セ
キュリティ問題等）について客観的に考慮すると，現
時点では本格的な公開サービスを実施できる状況では
ないと判断している．
しかし，判別技術については，顔認識分野を筆頭に
画像認識技術の発展が著しい．本格的な研究開発を実
施できれば，昆虫の判別技術も現在の顔認識のレベル
に到達するまでそれほど時間がかからないのではない
だろうか．現実的なプロセスは，その時点の判別技術
レベルに合った用途を見つけ，それを実用化し，次の
段階に技術レベルを向上させるというサイクルを繰り
返すことになるだろう．この場合，判別技術の課題よ
りも，その時点での技術レベルや社会環境を考慮した
上で，サービスを提供する意志を組織として持つこと
ができるかが重要である．画像による昆虫の自動判別
について，今後も関連分野の状況を監視していきた
い．
要　約
食品害虫用に独自に開発した２画像間の類似度を算
出するプログラムと，８種類の食品害虫（コクゾウム
シ，アズキゾウムシ，コクヌストモドキ，タバコシバ
ンムシ，ノコギリヒラタムシ，コナナガシンクイム
シ，ノシメマダラメイガ，バクガ）に対する参照画像
集とからなる，食品害虫判別システムを構築した．こ
の判別システムの特性を調べるために，10種類の昆虫
（参照用に使用した８種類と，参照画像のないハウカ
クムネヒラタムシ，スジマダラメイガ）の画像を30枚
ずつ撮影し，試験画像とした．食品害虫判別システム
は，最大類似度を示した参照画像の昆虫を解答とする
ことにした場合，参照画像集に含まれる８種類の試験
昆虫に対して89%の確率で正しく答えた．しかし，ノ
シメマダラメイガに対する正答率は極端に低く，33%
だった．参照画像集に含まれていない昆虫の判別は困
難であった．また，判別技術以外にも，セキュリティ
確保などの課題も残っている．したがって，このまま
の判別システムでは正式な公開サービスを実施するこ
とはできないと結論した．
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